
１．定川河川災害復旧工事の着工式を開催しました。

平成２４年１０月１７日（水）に定川河川災害復旧工事の着工式を開催しました。

二級河川定川の河口部については、東日本大震災で内陸深くまで遡上した津波により、
堤防が破堤し、応急工事を行いましたが、この度、破堤箇所の本復旧工事に着手すること
になりました。
着工式には、主催者を代表して三浦副知事、阿部東松島市長及び亀山石巻市長、また

来賓として郡内閣府大臣政務官兼復興大臣政務官（衆議院議員）、橋本国土交通大臣政
務官兼復興大臣政務官（衆議院議員）など、約７０名が出席しました。

今回復旧する箇所の河川堤防は河川津波遡上から周辺の市街地を守るべくＬ１津波に
対応した高さ（TP+4.5m）で復旧し、平成２７年度までには完成する予定です。

平成２４年１０月１８日発行
宮城県東部土木事務所
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今回着手（鋼管矢板）

■鍬入れ状況 ■鋼矢板打込み状況■挨拶（三浦副知事）



２．新内海橋のルート案について意見交換会を開催しました。

2

■横断図

○問い合わせ先 宮城県東部土木事務所 企画担当チーム ＴＥＬ：０２２５－９５－１１５１
http://www.pref.miyagi.jp/et‐dbk/ E－mail：et‐dbk@pref.miyagi.jp

平成２４年１０月４日（木）に開催された石巻市の「まちづくり意見交換会」の中で、新内海
橋のルート案についても意見交換がなされました。

新内海橋のルートは、これまで復興まちづくり協議会で学識経験者、関係機関とともに
検討を進めてきましたが、新内海橋を現在の内海橋上流側に架け替えるルート案にまと
まったことから、地区住民の代表の方々などと意見交換を行ったものです。

今後は、左右岸現道との取付け形態の検討を実施し、関係地区の皆様に提示し、ご意
見を反映させながらルートを確定していく方針です。

新ルート案

※約120名の地域住民の皆様のご参加をいただき、貴重なご意見をいただきました。


